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※
立
正
安
国
に
つ
い
て
、
空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

（ 

立
正
安
国 
）
と
は
「
正
を
立
て
国
を
安
ん
ず
る
」
と
の
意
味
で
す
。 

御
書
に
「
汝
須
く
一
身
の
安
堵
を
思
わ
ば
先
ず
（ 

四
表
の
静
謐 

）
を
祷
ら
ん
者
か
」
と
あ
る
よ
う
に 

自
分
ひ
と
り
だ
け
の
安
泰
を
求
め
る
考
え
は
仏
法
に
は
な
く
、
仏
法
の
生
命
尊
厳
の
理
念
が
社
会
の
基
本

原
理
と
し
て
確
立
し
、
社
会
の
平
和
繁
栄
と
人
々
の
生
活
の
安
穏
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

創
価
学
会
の
（ 

平
和 

）
・
（ 
文
化 

）
・
（ 

教
育 

）
・
人
権
な
ど
の
活
動
は
立
正
安
国
の
実
践
そ
の

も
の
で
す
。 
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四
表
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静
謐 

  

※
広
宣
流
布
に
つ
い
て
、
語
群
か
ら
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

釈
尊
が
法
華
経
の
中
で
「
我
が
滅
度
の
後
、
後
の
五
百
歳
の
中
、
（ 

閻
浮
提 

）
に
広
宣
流
布
し
て
、
断
絶

し
て
悪
魔
・
魔
民
・
諸
天
・
竜
・
夜
叉
・
鳩
槃
荼
等
に
其
の
便
を
得
し
む
る
こ
と
無
か
れ
」
と
説
い
た
よ

う
に
、
（ 

末
法 

）
に
お
け
る
世
界
広
宣
流
布
は
仏
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
は
（ 

三
障
四
魔 

）
と
の
戦

い
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
御
書
に
は
「
日
蓮
が
（ 

慈
悲 

）
曠
大
な
ら
ば
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
）
は
万
年
の
外
・
未
来
ま

で
も
な
が
る
べ
し
、
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
ひ
ら
け
る
（ 

功
徳 

）
あ
り
、
（ 
無
間
地
獄 

）
の

道
を
ふ
さ
ぎ
ぬ
」
と
、
末
法
に
お
け
る
広
宣
流
布
は
大
聖
人
の
誓
願
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
御
書
に
「
大
願
と
は
（ 

法
華
弘
通 

）
な
り
」 

「
日
蓮
と
同
意
な
ら
ば
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
た
ら
ん
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、 

そ
の
大
願
は
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
に
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
聖
人
の
御
意
向
の
ま
ま
に
世
界
広
宣
流
布
を

現
実
に
進
め
て
い
る
団
体
は
（ 

創
価
学
会 

）
だ
け
で
す
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